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このマニュアルについて

目的および対象範囲
このマニュアルの目的は、Cisco Configuration Assistant（CCA）ユーザが、Version 1.9 の新機能およ

び拡張機能を調べられるようにすることです。

新規機能ごとに次のことを説明しています。

 • 機能の概要および使用方法

 • ユーザ インターフェイスにアクセスして Cisco Configuration Assistant の機能を設定する方法

 • 設定の例（該当する場合）

このマニュアルには、各機能を設定するステップバイステップの手順は記載していません。詳細は、

ウィンドウおよびダイアログの [ヘルプ（Help）] ボタンをクリックしてオンライン ヘルプにアクセス

するか、または Cisco Configuration Assistant のメイン ウィンドウの上部にある [ヘルプ（Help）] メ
ニューからオプションを選択してください。

マニュアルの構成
このマニュアルは、次の章で構成されています。

章 タイトル 説明

1 テレフォニー 営業スケジュール、自動音声応答、一斉鳴動グルー

プ、ダイヤル プラン、新しい SIP トランク プロバイ

ダーなど、テレフォニー設定機能および拡張機能に

ついて説明します。

2 セキュリティ Intrusion Prevention System（IPS; 侵入防御システ

ム）および URL フィルタ設定について説明します。

3 Cisco IP Phone SPA525G のサポー

ト

Cisco IP Phone SPA525G、および Cisco 
Configuration Assistant が新規の IP 電話用に提供す

るデバイス サポートの概要について説明します。

4 ソフトウェアのアップグレードお

よびログ

Cisco UC500 フラッシュ ドライブの新しいディレク

トリ構造、ソフトウェア パッケージをアップグレー

ドする方法、UC500 に接続してデバイス ログ ファイ

ルに実行コンフィギュレーションを表示する方法、

およびトラブルシューティング情報を収集する方法

について説明します。
v
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このマニュアルについて
関連資料および製品リソース
Cisco Smart Business Communications System（SBCS）および Cisco Configuration Assistant の利点

をお客様が十分に享受できるように、シスコは、幅広いドキュメント、計画、設計、実装のサポートの

リソースを提供しています。

製品マニュアル

次の表に、Cisco.com で利用できる関連する技術マニュアルの URL リストを示します。

Cisco Small Business Support Community サイト

Cisco Small Business Support Community サイトでは、VAR（付加価値再販業者）およびパートナーが 
Cisco SBSC プラットフォームの設計、実装、メンテナンスを行うときに役立つリソースを提供してい

ます。

Cisco Small Business Support Community にアクセスするには、Web ブラウザで次の URL にアクセス

します。

https://www.myciscocommunity.com/community/smallbizsupport

製品 Cisco.com 内の URL
Cisco Configuration Assistant

（CCA）

www.cisco.com/en/US/products/ps7287/tsd_products_support_series_home.html

Cisco Smart Business 
Communications System（SBCS）

www.cisco.com/go/sbcs-docs

Cisco UC500 シリーズ www.cisco.com/en/US/products/ps7293/tsd_products_support_series_home.html

Cisco 500 シリーズ セキュア ルータ www.cisco.com/en/US/products/ps9305/tsd_products_support_series_home.html
vi
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このマニュアルについて
Cisco Small Business Support Community サイトで利用可能なリソースには、次のものがあります。

 • 製品、技術、または国を中心とするネイバーフッドのサポート。

たとえば、Cisco Smart Business Communications System/UC500 のネイバーフッドのサポートに

アクセスするには、[Product] > [SBCS/UC500] を選択します。

 • ディスカッション フォーラム（メッセージを投稿するには Cisco.com にログインが必要ですが、

メッセージを閲覧する場合は不要です）

 • サポート ビデオ オン デマンド（VOD）およびチュートリアルのライブラリを含むトレーニング 
リソース

 • 次のシスコ サポート リソースへのリンク

 – 販売サポート ツール

 – 設計および配置ツール

 – コンフィギュレーション ガイドおよびアプリケーション ノート

 – UC500 ソフトウェア ダウンロード

 – SBCS 保証情報

 – Small & Medium Business（SMB）University

PDI ヘルプ デスク

Planning, Design, and Implementation Help Desk（PDI ヘルプ デスク）では、Cisco Unified 
Communications スペシャライズド パートナーに Unified Communications および Unified Contact 
Center ソリューションの計画、設計、実装時の追加サポートを提供します。

PDI ヘルプ デスクの URL は、次のとおりです。

http://www.cisco.com/go/pdihelpdesk（パートナー ログインが必要）

または、次の番号に電話します。

1-800-GO-CISCO（エージェントに「PDI ヘルプ デスク」の呼び出しを依頼）

Cisco Smart Design マニュアル

シスコの SBCS Smart Design マニュアルには、ネットワーク ソリューションの設計および実装に関す

るベスト プラクティスが記載されています。この簡略化されたテスト済みのネットワーク ソリュー

ションは、複雑さとリスクを最小限に抑えてパートナーの利便性を最大限に追求することを目的として

います。アクセスには、パートナー ログインが必要です。

Cisco SBCS Smart Design マニュアルを表示するには、次の URL にアクセスします。

www.cisco.com/go/partner/smartdesigns
vii
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このマニュアルについて
表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

（注） 「注釈」です。

ヒント 「問題解決に役立つ情報」です。

注意 「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されていま

す。

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法、テクニカル サポート、その他の有用な情報について、次の URL で、毎月更新

される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規および改訂

版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSS フィードとして購読できます。また、リーダー 
アプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定することもできま

す。RSS フィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSS バージョン 2.0 をサポートしています。

表記法 説明

太字 コマンド、キーワード、ユーザ インターフェイス ボタン、およびユーザ入力テキスト

は、太字で示しています。

イタリック
体

ドキュメント タイトル、新規用語、強調用語、および値を指定する引数は、イタリッ
ク体で示しています。
viii
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C H A P T E R 1

テレフォニー

Cisco Configuration Assistant Version 1.9 の新規および拡張テレフォニー設定機能について理解するに

は、このセクションをお読みください。

 • 「以前のバージョンからのユーザ インターフェイスの変更」（P.1-1）

 • 「スケジュール」（P.1-2）

 • 「自動音声応答」（P.1-6）

 • 「夜間サービス」（P.1-15）

 • 「ハント グループ」（P.1-16）

 • 「1 台の電話機あたりの複数のインターコム」（P.1-20）

 • 「保留音（MoH）」（P.1-22）

 • 「システム スピード ダイヤル」（P.1-23）

 • 「ダイヤル プラン」（P.1-24）

 • 「SIP トランク — 新しい SIP プロバイダー」（P.1-33）

 • 「統合メッセージ（IMAP）、ライブ録音、およびビデオ テレフォニーのためのアプリケーション制

御」（P.1-34）

以前のバージョンからのユーザ インターフェイスの変更
Cisco Configuration Assistant のグラフィカル ユーザ インターフェイス（GUI）は、新機能をサポート

するためのユーザ インターフェイスが追加されたほか、次のように変更されました。

 • 自動音声応答設定は、[ボイスメール（Voicemail）] タブから移動され、現在は個別のウィンドウ

に表示されます（[設定（Configure）] > [テレフォニー（Telephony）] > [自動音声応答（Auto 
Attendant）]）。

 • システム短縮ダイヤル設定は、個別のウィンドウに移動されました（[設定（Configure）] > [テレ

フォニー（Telephony）] > [システム スピード ダイヤル（System Speed Dial）]）。

 • [音声機能（Voice Features）] ウィンドウのタブの名前が変更されました。新しいタブの名前は

（左から順に）、[システム（System）]、[地域（Region）]、[ネットワーク（Network）]、[ボイ

スメール（Voicemail）]、[SIP トランク（SIP Trunk）]、[音声機能（Voice Features）]、[ダイヤ

ル プラン（Dial Plan）]、および [ユーザ（Users）] です。

 • [コール ピックアップ（Call Pickup）] オプションは、[音声機能（Voice Features）] ウィンドウか

ら削除されました。[コール ピックアップ（Call Pickup）] は常に有効です。
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第 1 章      テレフォニー        

  スケジュール
 • [コール ブロック コードあたりの発信者 ID（Caller ID Per Call Block Code）] は、[音声機能

（Voice Features）] ウィンドウの [ダイヤル プラン（Dial Plan）] タブで設定します。

 • [WLAN (SSID)] ウィンドウには、Autonomous アクセス ポイント用にチャネルおよび電力レベル

を設定するセクションがあります。

 • [音声機能（Voice Features）] ウィンドウの [ハント グループ（Hunt Group）] セクションには、

ユーザをハント グループに割り当てるための [メンバ（Members）] ダイアログがあります。これ

により、[ユーザ（Users）] タブに移動して各ユーザを選択し、ハント グループにユーザを割り当

てる必要がなくなりました。

スケジュール
[スケジュール（Schedule）] ウィンドウでは、業務の営業スケジュール、休日スケジュール、および

夜間サービス時間を管理できます。

 • [営業時間（Business Hours）] スケジュールでは、営業時間および営業時間外を定義します。この

スケジュールは自動音声応答によって使用され、スケジュールには、別々の自動音声応答メニュー

および営業時間と営業時間外のプロンプトを設定できます。「自動音声応答」（P.1-6）を参照して

ください。

 • [夜間サービス（Night Service）] スケジュールでは、夜間サービス機能をアクティブにする毎日の

時間を定義します。夜間サービスは、[音声機能（Voice Features）] タブで設定します（[設定

（Configure）] > [テレフォニー（Telephony）] > [音声（Voice）] の [音声機能（Voice Features）] 
タブ）。「夜間サービス」（P.1-15）を参照してください。

 • [休日（Holiday）] スケジュールでは、休日のために営業を停止している日を指定します。

休日に指定された場合

 – 自動音声応答は、[自動音声応答（Auto Attendant）] ウィンドウの [営業時間外（Closed 
Hours）] タブで設定されているプロンプトを再生し、指定の処理を実行します。

 – 夜間サービスが設定されている場合、夜間サービスはすべての休日で 24 時間ずっとアクティ

ブです。

[スケジュール（Schedules）] ウィンドウにアクセスするには、[設定（Configure）] > [テレフォニー

（Telephony）] を選択し、[スケジュール（Schedules）] をクリックします。

このウィンドウを最初に表示したとき、[営業時間（Business Hours）] タブでは、デフォルトのスケ

ジュール（「systemschedule」）が表示され、有効になっています。デフォルトのスケジュールは、営業

時間が 1 週あたり 7 日間、1 日あたり 24 時間に設定されています。
1-2
Cisco Configuration Assistant Version 1.9 新機能ガイド

OL-18977-01-J



 

第 1 章      テレフォニー

  スケジュール  
次のセクションでは、[スケジュール（Schedule）] ウィンドウの各タブについて詳細に説明します。

営業時間

営業スケジュールは、最大 4 つ定義できます。複数のテナントがあって複数の自動音声応答を設定する

場合、自動音声応答ごとに別々の営業スケジュールを定義できます。各スケジュールでは、各曜日の営

業時間および営業時間外を 30 分単位で定義できます。
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ワンポイント アドバイス スケジュールで時間帯を営業時間（チェック設定）または営業時間外（チェック解除）としてすぐに設

定するには、プルダウン メニューを使用します。 
 

たとえば、平日の午前 0 時から午前 9:00 時までの時間を営業時間外に設定するには、メニューを  
[チェック解除ボックス選択 00:00 から 09:00 on 平日（Uncheck boxes from 00:00 to 09:00 on 
Weekdays）] に設定し、[テーブルの更新（Update Table）] をクリックします。 
 

週末（土曜日と日曜日の全日）の営業時間を営業時間外として設定するには、メニューを [チェック解

除ボックス選択 00:00 から 24:00 on 週末（Uncheck boxes from 00:00 to 24:00 on Weekend）] に設定

し、[テーブルの更新（Update Table）] をクリックします。 
 

営業時間を設定するには、[チェック解除ボックス選択（Uncheck boxes from）] の代わりに [チェック

設定ボックス選択（Check boxes from）] を選択します。

夜間サービス

夜間サービス機能（[音声（Voice）] ウィンドウの [音声機能（Voice Features）] タブからアクセス）

を有効にするには、まずスケジュールを設定する必要があります。

各曜日で夜間サービスを有効にする時間を指定するには、メニューおよびコントロールを使用します。

夜間サービスの時間中、指定した電話機および内線番号に対して夜間サービスが有効になります。営業

終了後に他の番号に転送するよう設定された内線番号への電話は、自動的にその番号に転送されます。
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休日のスケジュール

[休日（Holiday Schedule）] タブでは、最大 26 日の休日を設定できます。

休日に指定された場合

 • 自動音声応答は、[自動音声応答（Auto Attendant）] ウィンドウの [営業時間外（Closed Hours）] 
タブで設定されているメニュー プロンプトを再生し、指定されたパラメータを使用します。

 • 夜間サービスが設定されている場合、夜間サービスは自動的に、すべての休日で 24 時間ずっと有

効になります。

このタブでは、既存の休日を修正または削除したり、今年のすべての休日を来年にコピーしたりするこ

ともできます。今年の休日を来年にコピーする場合、いずれの年度にも同じ日付が現れるときは、今年

のエントリが使用されます。
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自動音声応答 
Cisco Configuration Assistant Version 1.9 の自動音声応答は、拡張されて次の機能を備えています。

 • 複数のテナントがあるオフィスをサポートするための、独立した複数の自動音声応答（最大 3 つ）

の設定 

自動音声応答ごとに、次の 2 つのレベルのパラメータを設定できます。

 – 自動音声応答の内線番号、自動音声応答の Public Switched Telephone Network（PSTN; 公衆

電話交換網）番号（オプション）、自動音声応答スクリプト選択などの基本設定

 – 自動音声応答スクリプト パラメータ

 • マルチレベル自動音声応答

このモードでは、自動音声応答は、1 つのメイン メニューと最大 3 つのサブメニューを発信者に表

示します。

 • 次のいずれかの方法による自動音声応答プロンプト録音

 – プロンプト管理アクセス内線番号を設定し、プロンプト管理特権を 1 人以上のユーザに割り当

てます。

プロンプト管理者は、UC500 に接続されている電話機からこの内線番号に電話して、PC また

は音声編集ソフトウェアを使用せずに、プロンプトを録音および管理できます。

 – ローカル PC を使用して、Cisco Configuration Assistant の統合音声録音 /再生インターフェイ

スで、プロンプトを .wav ファイルとして記録します。これらのカスタム .wav ファイルは、

Cisco UC500 にアップロードできます。

 • Cisco UC500 用の自動音声応答スクリプトおよびプロンプトをアップロードおよび管理する自動音

声応答プロンプトおよびスクリプト管理インターフェイス

新しい自動音声応答機能を利用するには、デフォルトの aa_sbcs_v02.aef スクリプトを使用する必要が

あります。
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開始する前に

Cisco Configuration Assistant Version 1.9 の自動音声応答設定には、次の要件が適用されます。

 • 営業時間か営業時間外かによって異なるオプションを発信者に提示するように自動音声応答を設定

するには、先に営業スケジュールを定義しておく必要があります。

 • 自動音声応答を設定する前に、自動音声応答がコールを転送するボイスメール、ユーザおよび内線

番号、ハント グループ、一斉鳴動グループの呼び出し、およびその他の機能を設定します（[設定

（Configure）] > [テレフォニー（Telephony）] > [音声（Voice）] ウィンドウ）。

これは、自動音声応答がコールをこれらの宛先に転送するのに必要です。

スケジュールおよび自動音声応答設定へのアクセス

自動音声応答と関連のスケジュールは、別々のウィンドウで設定します。

 • 営業、休日、および夜間サービス スケジュールを定義するには、[設定（Configure）] > [テレ

フォニー（Telephony）] > [スケジュール（Schedules）] を選択します。

詳細は、「スケジュール」（P.1-2）を参照してください。

 • 自動音声応答モードとスクリプト パラメータの設定、プロンプトの録音、およびプロンプトとス

クリプトの管理を行うには、[設定（Configure）] > [テレフォニー（Telephony）] > [自動音声応

答（Auto Attendant）] を選択します。

自動音声応答モード — なし、標準、マルチレベル

自動音声応答は、次のいずれかのモードで動作します。

 • なし

まだ自動音声応答を設定していない場合、または UC500 を工場出荷時のデフォルト設定にリセッ

トした場合、自動音声応答は [なし（None）] に設定されます。

着信コールに対して自動音声応答を使用しない場合は、このオプションを選択します。
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 • 標準 

[標準（Standard）] モードを選択して aa_sbcs_v02.aef スクリプトを使用すると、最大 3 つの自動

音声応答を作成し、それぞれに別々の処理および営業時間と営業時間外のプロンプトを設定できま

す。

（注） [営業時間（Business Hours）] タブおよび [営業時間外（Closed Hours）] タブが表示され

ない場合、[自動音声応答スクリプト（AA Script）] メニューで aa_sbcs_v02.aef が選択さ

れているかどうかを確認してください。aa.aef のように古い自動音声応答スクリプトは、

スケジュールをサポートしていません。
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 • マルチレベル 

[マルチレベル（Multi-Level）] モードを選択してデフォルトの aa_sbcs_v02.aef スクリプトを使

用すると、1 つのメイン メニューと最大 3 つのサブメニューがあり、別々の処理および営業時間と

営業時間外のプロンプトを設定できる 1 つの自動音声応答を作成できます。

例：カスタムのスケジュールとプロンプトを使用する 1 つの自動音声応答

このセクションでは、カスタムの営業スケジュールおよびプロンプトを使用する 1 つの自動音声応答を

設定するのに必要な手順の例を示します。

ステップ 1 Cisco Configuration Assistant を起動し、UC500 に接続します。

ステップ 2 自動音声応答によるコールの転送の要件に合わせて、ボイスメール、ユーザ、ハント グループ、およ

び一斉鳴動グループの呼び出しを設定します。

a. [設定（Configure）] > [テレフォニー（Telephony）] を選択して [音声（Voice）] をクリックし、

[音声（Voice）] ウィンドウを表示します。

b. [ユーザ（Users）] タブで、ユーザ アカウントおよび内線番号を作成します。

c. [音声機能（Voice Features）] タブで、必要に応じて、ハント グループおよび一斉鳴動グループの

呼び出しを設定します。

d. [ボイスメール（Voicemail）] タブで、ボイスメール内線番号を設定します。

ステップ 3 [設定（Configure）] > [テレフォニー（Telephony）] を選択して [スケジュール（Schedules）] をク

リックし、[スケジュール（Schedules）] ウィンドウを表示します。
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ステップ 4 営業スケジュールを設定し、営業時間および営業時間外を定義します。

e. [営業スケジュール（Business Schedules）] タブをクリックして、デフォルトの営業スケジュール

（systemschedule）を選択するか、または新しい営業スケジュール（MyBizSchedule01 など）を定

義して有効にします。

f. [営業スケジュールを有効にする（Enable Business Schedule）] オプションがチェックされている

ことを確認します。

g. ウィンドウのコントロールを使用して、営業時間および営業時間外を定義します。

h. [OK] をクリックします。

ステップ 5 休日スケジュールを設定します。休日には、自動音声応答は、営業時間外用のプロンプトおよびスクリ

プト パラメータを使用します。

a. [休日（Holiday）] タブをクリックします。

b. ウィンドウのコントロールを使用して、スケジュールへの休日の追加、修正、削除、またはコピー

を行います。詳細は、「スケジュール」（P.1-2）を参照してください。

c. [OK] をクリックします。

ステップ 6 [設定（Configure）] > [テレフォニー（Telephony）] を選択して [自動音声応答（Auto Attendant）] 
をクリックし、[自動音声応答（Auto Attendant）] ウィンドウを表示します。

ステップ 7 [自動音声応答（Auto Attendant）] ウィンドウで次の処理を実行します。

a. [標準（Standard）] モードを選択します。

b. [自動音声応答の数（Number of Auto Attendants）] を 1 に設定します。

c. 自動音声応答の内線電話番号（必須）を入力し、必要な場合は、自動音声応答の PSTN 番号（オプ

ション）を入力します。

d. 適切な営業スケジュールが選択され、aa_sbcs_v02.aef スクリプトが選択されていることを確認し

ます。

e. 必要に応じて、[番号でダイヤル（Dial by Number）] または [名前でダイヤル（Dial by Name）] 
を有効にします。

f. 営業時間内に発信者に対して再生されるメイン グリーティングを録音します。「プロンプトの録音

および管理」（P.1-11）を参照してください。

g. [営業時間（Business Hours）] タブで、スクリプト パラメータを設定して、営業時間内の自動音

声応答の動作を設定します。
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h. [営業時間外（Closed Hours）] タブで、スクリプト パラメータを設定して、営業時間外の自動音

声応答の動作を設定します。この例では、デフォルトの AA BusinessClosed.wav ファイルを、営

業時間外にメイン グリーティングとして再生することを想定します。

（注） 休日には、自動音声応答は、メイン プロンプトを再生し、[営業時間外（Closed Hours）] 
タブに定義されている処理を実行します。

プロンプトの録音および管理

プロンプト管理および録音機能にアクセスするには、[自動音声応答（Auto Attendant）] ウィンドウの 
[プロンプト管理（Prompt Management）] タブを選択します。このタブでは、自動音声応答プロンプ

トの録音、アップロード、名前の変更、または削除ができます。

次の 2 つ方法のうちいずれかを使用して、プロンプトを録音できます。

 • サウンド レコーダ：統合音声録音 /再生機能では、Cisco Configuration Assistant を使用して、プ

ロンプトを録音または削除します。ユーザは、PC で .wav ファイルを録音し、UC500 にアップ

ロードできます。.wav ファイルは、G.711 u-law、8 kHz、8 ビット モノ フォーマットで録音され

ます。プロンプト ファイルの長さは、60 秒を超えることはできません。

 • 電話：この方法を使用するには、自動音声応答プロンプト管理の内線電話番号を設定し、プロンプ

ト管理特権をユーザに割り当てます。プロンプト管理の内線電話番号とは、プロンプト管理者がプ

ロンプトを録音または削除するためにコールできる番号で、これにより、プロンプトの管理に PC 
も音声編集ソフトウェアも不要になります。
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サウンド レコーダを使用したプロンプトの録音

組み込みのサウンド レコーダを使用してプロンプトを録音するには、次の手順に従います。

1. [自動音声応答（Auto Attendant）] ウィンドウで、[プロンプト管理（Prompt Management）] タ
ブを選択します。

2. [サウンド レコーダを使用してプロンプトを録音（Record Prompts using Sound Recorder）] の [開
く（Open）] ボタンをクリックします。

3. [サウンド レコーダ（Sound Recorder）] ダイアログの録音コントロールおよび再生コントロール

を使用して、プロンプトを録音します。

サウンド レコーダには、[自動音声応答（Auto Attendant）] ウィンドウの [録音（Record）]（[メ
ニュー プロンプト（Menu Prompt）] 選択メニューの右）をクリックしてもアクセスできます。

4. [参照（Browse）] をクリックし、ローカル マシン内で .wav ファイルを保存する場所を指定しま

す。

5. プロンプト ファイルを保存したら、[利用可能プロンプト（Available Prompts）] セクションにス

クロールして [追加（Add）] をクリックし、新しいプロンプトをアップロードして自動音声応答

で利用できるようにします。

6. [OK] をクリックします。

電話を使用したプロンプトの録音

電話を使用してプロンプト管理を設定し、録音を行うには、次の手順に従います。

1. [自動音声応答（Auto Attendant）] ウィンドウで、[プロンプト管理（Prompt Management）] タ
ブを選択します。

2. [電話を使用して録音（Record Using Phones）] セクションを見つけます。

3. プロンプト管理に使用する内線番号を入力します。
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4. [ユーザ（Users）] をクリックして [プロンプト管理特権の割り当て（Assign Prompt Management 
Privileges）] ダイアログを表示し、このダイアログ内のコントロールを使用して、プロンプト管理

者を追加または削除します。

5. [OK] をクリックします。

6. 設定が適用されると、プロンプトの録音を開始できます。

プロンプトを録音するには、プロンプト管理者は、次のことを実行する必要があります。

 – まだ行っていない場合は、ボイスメール番号にダイヤルし、ボイスメール PIN を設定します。

 – システム内の任意の電話機からプロンプト録音内線番号にダイヤルします。

 – 認証のために内線番号およびボイスメール PIN を入力します。

 – プロンプトに従って、IP フォンから自動音声応答プロンプトを録音します。

7. 自動音声応答プロンプトを録音したら、[自動音声応答（Auto Attendant）] ウィンドウの [プロン

プト管理（Prompt Management）] タブにある [更新（Refresh）] をクリックして、新しく録音さ

れたプロンプトを表示します。

デフォルトでは、電話機から録音されたプロンプトは、ファイル名に日付 /タイムスタンプを使用

します。
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スクリプト管理

自動音声応答スクリプト管理オプションにアクセスするには、[設定（Configure）] > [テレフォニー

（Telephony）] > [自動音声応答（Auto Attendant）] を選択し、[スクリプト管理（Script 
Management）] タブをクリックします。

このタブでは、Cisco Unity Express（CUE）自動音声応答スクリプト エディタを使用して作成した自

動音声応答カスタムスクリプトのアップロード、名前の変更、または削除ができます。

UC500 は、最大 5 つの自動音声応答スクリプトをサポートしています。ただし、2 つのスロットが 
Cisco Configuration Assistant 対応のスクリプト（aa_transfer2.aef および aa_sbcs_v02.aef）に割り当

てられているため、使用できるカスタム スクリプトは最大 3 つです。

（注） Cisco Configuration Assistant 対応の自動音声応答スクリプト（aa_transfer2.aef や aa_sbcs_v02.aef な
ど）および CUE システムのデフォルトの自動音声応答スクリプト（aa.aef や aasimple.aef など）は、

削除、修正、名前の変更、または上書きができません。

CUE 自動音声応答スクリプトの作成方法の詳細は、次の URL にある『Cisco Unity Express 3.2 Guide 
to Writing and Editing Scripts』を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/unity_exp/rel3_2/administrator/script/cuescriptedito
r.html
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夜間サービス
夜間サービス機能では、夜間サービス時間中に、コールを別の番号に転送したり、着信コールの通知を

一連の電話機に送信したりします。この機能を有効にするには、次のものを設定する必要があります。

 • 夜間サービスのスケジュール：夜間サービスがアクティブである期間。これは、[スケジュール

（Schedules）] ウィンドウの [夜間サービス（Night Service）] タブで設定します（「夜間サービス」

（P.1-15）を参照）。

 • 夜間サービスの内線番号：夜間サービス機能がアクティブである内線番号。夜間サービスには、最

大 4 つの内線番号を設定できます。

各内線番号には、転送番号または夜間サービス ベルを設定できます。

 – [夜間転送サービス（call forward night service）] オプションを使用すると、営業終了後に

コールを外部番号、たとえばオフサイトの応答サービスに転送できます。

（注） コールを外部番号に転送するように夜間サービスを設定する場合、外線発信番号を含

め、電話番号は、ダイヤルするとおりに入力してください。

 – [夜間サービス ベル（night service bell）] オプションを使用すると、営業終了後にスタッフの

いない内線番号をカバーできます。

夜間サービス時間中、[夜間サービス ベル（night service bell）] が設定されている内線番号へ

のコールは、夜間サービス通知をトリガーし、これらの内線番号が設定された電話機に、特別

な「バースト」リングが送信されます。

 • 夜間サービス電話：夜間サービス内線番号が設定されている電話機は、夜間サービス時間中の着信

コールの通知を受信します。

電話機ユーザは、コール ピックアップ機能を使用してコールを代行受信できます。夜間サービス

電話を設定するには、少なくとも 1 つの内線番号に夜間サービス ベルを設定する必要があります。

 • 夜間サービス トグル コード：（オプション）夜間サービス コードを設定することもできます。* と
数値コード（*123 など）をダイヤルすることで、ユーザは、夜間サービスをアクティベートまた

は非アクティベートにすることができます。

夜間サービス内線番号が設定されている電話機だけが、夜間サービス コードにダイヤルして、夜

間サービスをアクティベートまたは非アクティベートにすることができます。
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夜間サービス設定にアクセスするには、[設定（Configure）] > [テレフォニー（Telephony）] > [音声

（Voice）] を選択し、[音声機能（Voice Features）] タブを選択します。

ハント グループ
ハント グループとは、パイロット番号への着信コールを交代で受け取る電話番号のリストのことです。

Cisco Configuration Assistant Version 1.9 のハント グループ設定は拡張されて、次の 2 つの新しいオプ

ションを備えています。

 • メンバ：ハント グループにメンバを割り当てます。

 • 無応答転送先：応答がない場合は、コールを別の宛先にリダイレクトします。

コールは、別のハント グループ、一斉鳴動グループ、別の内線番号、別の番号、ボイスメール 
ボックス、または自動音声応答にリダイレクトできます。利用可能なオプションは、システムの設

定内容に応じて異なります。[番号（Number）] フィールドには、[無応答転送先（No Answer 
Forward to）] の現在の宛先が表示されます。
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ハント グループ設定にアクセスするには、[設定（Configure）] > [テレフォニー（Telephony）] > [音
声（Voice）] を選択し、[音声機能（Voice Features）] タブを選択します。

ハント グループを設定するには、次の手順に従います。

1. [音声（Voice）] ウィンドウを開いて [音声機能（Voice Features）] タブを選択し、[ハント グ
ループ（Hunt Groups）] セクションを探します。

2. [有効にする（Enable）] をクリックして [ハント グループ タイプ（Hunt Group Type）] を選択し、

設定するハント グループの数を選択して [無応答転送先（No Answer Forward To）] の [タイムア

ウト（Timeout）] 値を設定します。

3 つのハント グループ タイプがサポートされており、最大 4 つのハント グループを設定できます。

 – 順次：番号は、ハント グループに記載されている順序でかけれらます（電話機 1、次に電話機 
2 など）。

 – 最長のアイドル時間：コールは、アイドル時間が最長の番号に転送されます。最長のアイドル

時間は、電話機が登録された、再登録された、またはオンフックになった最後の時間から求め

られます。

 – ピア：コールは、ラウンドロビンの順序で転送されます。したがって、最初のコールは 1 番目

の回線に転送され、次のコールは 2 番目の回線に転送されます。2 番目の回線がビジーの場

合、コールは 3 番目の回線に転送されます。

3. （オプション）デフォルトのパイロット番号を変更するには、[パイロット番号（Pilot Number）] 
フィールドをクリックします。

4. [メンバ（Members）] をクリックし、ユーザをハント グループに割り当てます。

 – [ハント グループのメンバ（Members of Hunt Group）] ダイアログの [追加（Add）]、[削除

（Remove）]、および [すべて選択（Select All）] コントロールを使用して、対応するハント 
グループを追加または削除します。

 – 上向き矢印および下向き矢印を使用して、メンバのリストを並べ替えます。

 – 完了したら、[OK] をクリックします。
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5. （オプション）[タイムアウト（Timeout）] に入力した秒数以内に応答がない場合に備えて、[無応

答転送先（No Answer Forward To）] をクリックし、コールを転送する宛先番号を入力します。

（注） [ボイスメールに転送（Call Forward to Voicemail）] を選択すると、ハント グループに 
General Delivery Mailbox（GDM）が自動的に作成されます。 
 

ハント グループのすべてのメンバは、ボイスメールにログインし、9 を押して、GDM に
残されているメッセージにアクセスできます。

6. ハント グループごとに手順 3 ～ 6 を繰り返します。

7. [OK] をクリックします。

一斉鳴動グループの呼び出し
一斉鳴動グループとは、パイロット番号宛のコールがグループ内の電話機を同時に鳴らすハント グ
ループのことです。この機能は、SNR（Single Number Reach）のシナリオを設定する場合にも使用で

きます。この状況では、ユーザの内線電話番号が他の番号（携帯電話の番号や自宅の電話の番号など）

または別の内線番号を同時に鳴らします。最大 4 つの一斉鳴動グループを設定でき、各グループには 2 
～ 32 人のメンバを収容できます。

（注） 一斉鳴動グループの呼び出し機能には、Cisco IOS 12.4(20)T 以降が必要です。

一斉鳴動グループの呼び出し機能にアクセスするには、[設定（Configure）] > [テレフォニー

（Telephony）] > [音声（Voice）] を選択し、[音声機能（Voice Features）] タブをクリックします。
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一斉鳴動グループの呼び出しを設定するには、次の手順に従います。

1. [音声（Voice）] ウィンドウを開いて [音声機能（Voice Features）] タブをクリックし、[一斉鳴動

グループ（Call Blast Groups）] セクションを探します。

2. [有効にする（Enable）] をクリックして、設定する一斉鳴動グループの数を選択し、[無応答転送

先（No Answer Forward To）] の [タイムアウト（Timeout）] 値を設定します。

3. （オプション）[パイロット番号（Pilot Number）] を編集します。

4. [メンバ（Members）] をクリックし、ユーザを一斉鳴動グループに割り当てます。

5. [追加（Add）] または [削除（Remove）] の各ボタンを使用して、対応する一斉鳴動グループの内

線番号を追加または削除します。
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6. 外部の PSTN 番号（携帯電話の番号や自宅の電話の番号など）を [利用可能（Available）] メンバ

のリストに追加し、[選択済（Selected）] リストに移動することもできます。

 – [その他の番号（Other Number）] フィールドに、外線発信番号（最大 16 桁）を含め、ダイヤ

ルするとおりに電話番号を入力します。

 – 番号を [利用可能（Available）] リストに移動するには、[その他の番号（Other Number）] 
フィールドの右にある [追加（Add）] ボタンをクリックします。

 – [選択済（Selected）] リストに追加した [その他の番号（Other Number）] を移動するには、 

[追加（Add）] 矢印ボタンをクリックします。

 – 完了したら、[OK] をクリックします。

[選択済（Selected）] リストから外部番号を削除するには、[削除（Remove）] 矢印ボタンを

クリックして、[利用可能（Available）] リストに戻します。[一斉鳴動グループのメンバ

（Members of Blast Group）] ダイアログを閉じると、[利用可能（Available）] リストに追加

されていて [選択済（Selected）] リストには移動されていない外部番号は、[利用可能

（Available）] リストから削除されます。次回に [メンバ（Members）] ダイアログを開くと、

これらの外部電話番号は、[利用可能（Available）] リストには表示されません。

7. （オプション）[タイムアウト（Timeout）] で指定した秒数以内にコールに応答がない場合に備え

て、[無応答転送先（No Answer Forward To）] をクリックし、宛先を入力します。

コールは、ハント グループ、別の一斉鳴動グループ、別の内線番号、別の番号、ボイスメール 
ボックス、または自動音声応答にリダイレクトできます。利用可能なオプションは、システムの設

定内容に応じて異なります。

外部番号を入力する場合、外線発信番号を含め、ダイヤルするとおりに番号を入力してください。

[番号（Number）] フィールドには、[無応答転送先（No Answer Forward to）] の現在の宛先が必

ず表示されます。

（注） [ボイスメールに転送（Call Forward to Voicemail）] を選択すると、一斉鳴動グループに 
GDM が自動的に作成されます。 
 

一斉鳴動グループのすべてのメンバは、ボイスメールにログインし、9 を押して、GDM に
残されているメッセージにアクセスできます。

8. 設定する一斉鳴動グループごとに手順 3 ～ 7 を繰り返します。

9. [OK] をクリックします。

1 台の電話機あたりの複数のインターコム
以前のリリースでは、Cisco Configuration Assistant は、1 台の電話機につきインターコム ボタンを 1 
つだけサポートしていました。Version 1.9 は拡張されて、1 台の IP フォンあたり複数のインターコム 
ボタンをサポートしています。

（注） この機能は、すべての電話機（ボタンの数が十分にない電話機や Cisco Model 39xx SIP Phone など）

でサポートされているわけではありません。
1-20
Cisco Configuration Assistant Version 1.9 新機能ガイド

OL-18977-01-J



 

第 1 章      テレフォニー

  1 台の電話機あたりの複数のインターコム   
設定例：1 台の電話機への複数のインターコム ボタンの設定

IP フォンに複数のインターコム ボタンを設定するには、次の手順に従います。

1. Cisco Configuration Assistant を起動し、Cisco UC500 に接続します。

2. [設定（Configure）] > [テレフォニー（Telephony）] > [音声（Voice）] を選択し、[ユーザ

（Users）] タブを選択します。

3. 設定するエントリを探します。

4. このユーザに対応する [詳細（More）] ボタンをクリックします。

5. [詳細（More Options）] ウィンドウで、設定する電話機ボタンを探し、[タイプ（Type）] フィー

ルド（未設定の電話機ボタンには、[タイプ（Type）] に [なし（None）] が表示される）をクリッ

クし、[インターコム（Intercom）] または [ミュート状態でインターコム（Intercom w/ Mute）] 
を選択します。

 – インターコムは、プライマリ内線番号に予約されているボタン 1 を除き、どの電話機ボタンに

も設定できます。

 – [インターコム（Intercom）] を選択すると、プッシュツートーク方式の単一ボタン インター

コム回線は、ミュート状態で設定されます。コールが接続されていると、両方のユーザは互い

に聞くことができます。

 – [ミュート状態でインターコム（Intercom /w Mute）] を選択すると、プッシュツートーク方式

の単一ボタン インターコム回線は、ミュートが有効な状態で設定されます。受信者は、電話

機のミュート ボタンを押してミュートを無効にするか、インターコムに応答するために受話

器を持ち上げる必要があります。

[内線番号（Extension）] 列には、ドロップダウン メニューが表示され、電話機でのインターコム

の使用が可能なユーザのリストが表示されます。
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6. リストから電話機ユーザを選択します。

ポップアップ ダイアログが表示されるので、他のユーザの電話機のインターコムに使用するボタ

ンを選択します。

7. インターコムに使用する他のユーザの電話機のボタンを選択し、[OK] をクリックします。

8. 同じ電話機で追加のインターコム ボタンを設定するには、手順 4 ～ 7 を繰り返します。

9. [音声（Voice）] ウィンドウの [OK] または [適用（Apply）] をクリックします。

保留音（MoH）
Cisco Configuration Assistant Version 1.9 には、内部コール用に MoH を有効にするオプション、およ

び UC500 の外部 MoH ポートに接続されている音楽ソースからの MoH 入力を有効にするオプション

が追加されています。

MoH 設定にアクセスするには、[設定（Configure）] > [テレフォニー（Telephony）] を選択して [音
声（Voice）] をクリックし、[音声（Voice）] ウィンドウを開いて [音声機能（Voice Features）] タブ

をクリックします。

 • [内部コールの保留音を有効にする（Enable music on hold for internal calls）] が有効な場合、IP 
フォン対 IP フォンの内部コールを保留にすると、保留音が聞こえます。無効の場合、内部発信者

には保留トーンが聞こえます。

（注） 内部コールの MoH を無効にすると、UC500 のシステム リソースを節約できます。
1-22
Cisco Configuration Assistant Version 1.9 新機能ガイド

OL-18977-01-J



 

第 1 章      テレフォニー

  システム スピード ダイヤル    
 • [外部保留音ポートを有効にする（Enable external music on hold port）] が有効の場合、内部コー

ルの保留音は自動的に有効になり、無効にすることはできません。

オーディオ ファイルが選択されていて、外部保留音ポートも有効な場合は、外部ポートからの音

楽入力が優先されます。選択したオーディオ ファイルは、外部ソースに障害が発生した場合や利

用不可能な場合の、バックアップ音楽ソースになります。

 • 内部コールの MoH が無効の場合でも、PSTN または SIP トランクからの MoH は必ず有効になり

ます。PSTN または SIP トランク コールの MoH を無効にするには、すべてのオプションのチェッ

クボックスをオフにし、オーディオ ファイルに [なし（None）] を選択します。

ヒント Cisco Configuration Assistant を使用して、カスタム保留音オーディオ ファイル（.au ファイル）を 
UC500 にアップロードするには、[トポロジ ビュー（Topology View）] に移動し、デスクトップから

トポロジ ビューの UC500 アイコンにオーディオ ファイルをドラッグ アンド ドロップします。オー

ディオ ファイルの拡張子は .au（audio）でなければなりません。ファイルをアップロードしたら、保

留音用の [オーディオ ファイル（Audio File）] 選択リストで利用可能になります。 
 

UC500 ソフトウェア パックには、さまざまなボリュームで録音された 3 つのデフォルトの保留音ファ

イルが付属しています。UC500 のボリューム要件に最も合うファイルを選択してください。 
 

保留音用のカスタム オーディオ ファイルの仕様および作成方法の詳細は、www.cisco.com の『Cisco 
Unified Communications Manager Express System Administrator Guide』を参照してください。

システム スピード ダイヤル
IP フォン（SCCP と SIP の両方）用の [ローカル スピード ダイヤル（Local Speed Dial）] メニューの

作成および有効化ができるシステム スピード ダイヤル設定は、現在別のウィンドウから行います。

[システム スピード ダイヤル（System Speed Dial）] ウィンドウを開くには、[設定（Configure）] >  
[テレフォニー（Telephony）] を選択し、[システム スピード ダイヤル（System Speed Dial）] をク

リックします。
1-23
Cisco Configuration Assistant Version 1.9 新機能ガイド     

OL-18977-01-J



 

第 1 章      テレフォニー        

  ダイヤル プラン
サイトのすべての IP フォン用の [ローカル スピード ダイヤル（Local Speed Dial）] メニューに表示さ

れるスピード ダイヤル番号の追加、削除、または並べ替えを行うには、[システム スピード ダイヤル

（System Speed Dial）] ウィンドウのコントロールを使用します。リストが、使用可能な最大エントリ

数（32）に達すると、[追加（Add）] ボタンは無効になります。

ダイヤル プラン
Cisco Configuration Assistant Version 1.9 のダイヤル プランは拡張されて、次の機能をサポートしてい

ます。

 • 北米、英国、オーストラリア、フランス、イタリア、ドイツ、スペイン、日本、およびニュージー

ランドの各ロケール向けの発信番号用の組み込みダイヤル プラン テンプレート

 • 発信番号用のカスタム ダイヤル プランを作成するための組み込みテンプレートをカスタマイズす

る機能

 • Microsoft Excel テンプレートを使用して、発信番号用のカスタム ダイヤル プラン テンプレートを

作成およびアップロードする機能

 • 次の機能を含む、発信番号別の設定

 – 権限の設定

 – 制限（ブロック済み）番号の定義

 – ダイヤル パターンの定義

 – 発信番号転送用のトランク リストの指定 

以前のリリースと同様、ダイヤル プラン設定には、次のものを設定するためのオプションが含まれて

います。

 • 着信コール処理

 – Direct Inward Dialing（DID; ダイヤルイン）の変換

 – Foreign Exchange Office（FXO）トランク宛先

 • 発信コール用のデフォルトの外線発信番号

 • ディジット収集のタイムアウト
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 • PSTN メイン番号用の発信者 ID および発信者 ID のコール別ブロック コード（[ダイヤル プラン

（Dial Plan）] タブに移動）

ダイヤル プラン設定にアクセスするには、[設定（Configure）] > [テレフォニー（Telephony）] > [音
声（Voice）] を選択し、[ダイヤル プラン（Dial Plan）] タブをクリックします。

設定例

次の例は、Cisco Configuration Assistant Version 1.9 の新しいダイヤル プラン オプションを設定する

方法を示しています。

 • 「北米用テンプレートに基づいたカスタム発信ダイヤル プランの表示および作成」（P.1-25）

 • 「プレミアム サービスへの発信コールを制限するためのダイヤル プランの設定」（P.1-27）

 • 「発信コールの権限の設定および電話機に対するコール ブロックの有効化」（P.1-29）

 • 「Excel テンプレートを使用した、新規ロケール用の発信ダイヤル プラン テンプレートの作成およ

びインポート」（P.1-29）

 • 「発信者 ID の設定」（P.1-31）

北米用テンプレートに基づいたカスタム発信ダイヤル プランの表示および作成

この例は、北米ロケール用の組み込みダイヤル発信ダイヤル プラン テンプレートを表示および編集す

る方法を示しています。

（注） ダイヤル プランを設定する前に、サイトに適切なテレフォニー トランク（SIP、T1/E1、FXO、または 
Basic Rate Interface（BRI; 基本インターフェイス））が設定されていることを確認してください。

1. Cisco Configuration Assistant を起動して Cisco UC500 に接続し、[設定（Configure）] > [テレ

フォニー（Telephony）] > [音声（Voice）] を選択して [ダイヤル プラン（Dial Plan）] タブを選

択します。

2. [ダイヤル プラン（Dial Plan）] タブの [発信コール処理（Outgoing Call Handling）] セクション

で、[番号計画のロケール（Numbering Plan Locale）] に [テンプレート : 北米（Template: North 
American）] を選択します。

3. [設定（Configure）] をクリックし、北米用テンプレートに設定されている発信番号とそれに対応

する権限レベル（例：フリー ダイヤル、国際、ローカル、ローカルプラス、国内、国内プラス、

ブロック済みなど）を表示します。
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4. テーブルの行をクリックして既存の設定を編集するか、[追加（Add）] をクリックしてテーブルに

新しい行を追加し、新しい発信番号を定義します。

発信番号の簡単な設定例の詳細は、「プレミアム サービスへの発信コールを制限するためのダイヤ

ル プランの設定」（P.1-27）を参照してください。

発信番号の設定には、次の事項が適用されます。

 – 各発信番号には、権限レベルがあります。権限レベルは、各電話機に設定されている [権限

（Permissions）] および [制限コールをブロックする（Block Restricted Calls）] の設定に対応

しています。権限レベルは階層構造になっています。たとえば、国際権限には、国内 /国内プ

ラス、ローカル /ローカルプラス、およびフリー ダイヤルというすべての低レベルの権限が含

まれています。

 – [開始（Begins With）] フィールドの数字およびパターンは、1 桁目から一致するものです。

同じパターンを含んでいても、そのパターンから始まっていない番号は一致しません。

パターンを指定する場合、「x」は 0 ～ 9 のいずれの数字にも一致します。ブラケットで囲んだ

一連の数字（[089]）は、0、8、9 のいずれの数字にも一致します。範囲を指定することもで

きます。たとえば、[2-9] は 2 ～ 9 の間のいずれかの数字に一致します。

このフィールドにパターンを入力すると、テーブルの [ダイヤル パターン（Dial Pattern）] 列
が更新され、外線発信番号を含め、一致するダイヤル パターンが表示されます。[ダイヤル パ
ターン（Dial Pattern）] 列は読み取り専用です。

 – [トランク リスト（Trunk List）] 設定には、発信番号のトランク設定を指定します。選択に

は、[PSTN のみ（PSTN only）]、[SIP のみ（SIP only）]、[PSTN の次に SIP（PSTN then 
SIP）]、[SIP の次に PSTN（SIP then PSTN）]、または [なし（None）] があります。

 – [桁数（Number of Digits）] は、[開始（Begins With）] フィールドに定義されているプレ

フィクスより小さくすることはできず、15 より大きくすることはできません。

 – デフォルトでは、発信コール権限には制限がありません。電話機およびユーザの権限を設定す

る方法の詳細は、「発信コールの権限の設定および電話機に対するコール ブロックの有効化」

（P.1-29）を参照してください。
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5. [トランク リストの詳細（Trunk List Details）] ボタンをクリックし、発信コールのトランクの優

先順位を表示または設定します。

トランク リストの詳細の編集には、次の事項が適用されます。

 – [トランク タイプ（Trunk Type）]、[トランク グループ（Trunk Group）]、および [トランク

設定（Trunk Preference）] フィールドは読み取り専用です。たとえば、ある発信番号のトラン

ク リストを変更すると、[トランク設定（Trunk Preference）] フィールドは自動的に更新され

て、変更が反映されます。

 – [転送の外線発信番号（Forward Access Code）] コントロールは、ユーザがダイヤルする外線

発信番号をトランクに転送するかどうかを指定します。デフォルトでは、[転送の外線発信番

号（Forward Access Code）] は、[いいえ（No）] に設定されています。

このオプションは、サービス プロバイダーがアウトバウンド ダイヤリング用に外線発信番号

を含めることを必要としている地域で使用できます。また、UC500 が、アウトバウンド ダイ

ヤリング用に外線発信番号を必要とするサードパーティ製 PBX に接続されている状況でも使

用できます。サービス プロバイダーの指示がないかぎり、このフィールドは修正しないでく

ださい。

 – [追加（Add）] オプションは、作成時にトランク リストに追加されなかったトランクにしか

利用できません。トランクを作成する際、すべての発信番号用のトランク リストにそのトラ

ンクを追加するかどうかを選択できます。作成時にトランクを追加しなかった場合は、このオ

プションを使用して、1 つの発信番号にトランクを追加します。

6. [発信番号の設定（Configure Outgoing Numbers）] ダイアログの [OK] または [適用（Apply）] を
クリックすると、選択したロケールのカスタム発信ダイヤル プランに変更が保存され、[テンプ

レート :（Template:）] ラベルはロケールの横に表示されなくなります。そのロケールのデフォル

トのダイヤル プラン テンプレートは、修正されません。

テンプレートの設定をデフォルトに戻すには、テンプレートを選択し、[適用（Apply）] をクリッ

クします。

現在の設定を、選択したテンプレートの設定に置き換えるかどうかの確認を求めるプロンプトが表

示されます。

プレミアム サービスへの発信コールを制限するためのダイヤル プランの設定

この例は、北米ダイヤル プランで、1976 で始まるすべての番号へのコールをブロックできるように、

発信ダイヤル プランを設定する方法を示しています。

1. Cisco Configuration Assistant を起動して Cisco UC500 に接続し、[設定（Configure）] > [テレ

フォニー（Telephony）] > [音声（Voice）] を選択して [ダイヤル プラン（Dial Plan）] タブを選

択します。

2. [ダイヤル プラン（Dial Plan）] タブの [発信コール処理（Outgoing Call Handling）] セクション

で、[番号計画のロケール（Numbering Plan Locale）] に [テンプレート : 北米（Template: North 
American）] を選択します。

3. [設定（Configure）] をクリックします。

4. [発信番号（Outgoing Numbers）] ウィンドウで、[追加（Add）] をクリックします。

5. [権限（Permissions）] メニューで、[ブロック済み（Blocked）] を選択し、外線発信番号を入力

します。
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[説明（Description）] フィールドは灰色表示され、[制限番号（Restricted Number）] というテキ

ストが表示されます。

6. [開始（Begins With）] フィールドに、1976 と入力します。

7. [桁数（Number of Digits）] 列に、11（外線発信番号と 10 個の数字）と入力します。

8. [発信番号（Outgoing Numbers）] ウィンドウの [OK] をクリックします。

9. [ダイヤル プラン（Dial Plan）] タブの [OK] または [適用（Apply）] をクリックします。

[ダイヤル プラン（Dial Plan）] タブの要約に表示されるブロック済み番号の数は、行った変更を反映

し、選択したテンプレートは、[テンプレート : 北米（Template: North American）] ではなく [北米

（North American）] と表示されます。

ブロック済み番号を追加するためにダイヤル プランを修正したら、「発信コールの権限の設定および電

話機に対するコール ブロックの有効化」（P.1-29）の説明に従って、番号をブロックする各電話機に対

して [制限コールをブロックする（Block Restricted Calls）] を有効にする必要があります。
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発信コールの権限の設定および電話機に対するコール ブロックの有効化

発信コール処理を設定したら、システム内の電話機 /ユーザの権限を設定して、電話機から行える発信

コールのタイプ（ローカル、国内、国際）を指定し、制限番号へのコールのブロックを有効または無効

にします。

発信コールの権限を設定するには、次の手順に従います。

1. [設定（Configure）] > [テレフォニー（Telephony）] > [音声（Voice）] を選択し、[ユーザ

（Users）] タブを選択します。

2. 各電話機で [詳細（More）] をクリックして [詳細（More Options）] ダイアログを開き、[ユーザ

（User）] セクションを探してドロップダウン メニューから権限レベルを選択します。

利用可能な権限レベルは、サイトの発信ダイヤル プランの設定に応じて異なります。

3. [制限コールをブロックする（Block Restricted Calls）] チェックボックスをオンまたはオフにし

て、ダイヤル プランで [ブロック済み（Blocked）] として指定されている番号への発信コールの

ブロックを有効または無効にします。

（注） システムの電話機ごとに権限およびコール ブロックを設定する必要があります。

4. [OK] をクリックします。

Excel テンプレートを使用した、新規ロケール用の発信ダイヤル プラン テンプレートの作成お
よびインポート

Cisco Configuration Assistant に付属の Excel テンプレートを使用して、発信番号用のロケール固有の

カスタム ダイヤル プランを作成するには、次の手順に従います。

（注） ダイヤル プラン テンプレートをアップロードするには、UC500 に接続している必要があります。
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1. Cisco Configuration Assistant Version 1.9 がインストールされているローカル PC 上で、Cisco 
Configuration Assistant インストール ディレクトリを参照し、Open 
OutgoingDialPlanTemplate.xls という Excel ファイルを探します。

デフォルトのインストール場所を修正していない場合は、このファイルへのパスは、次のようにな

ります。

X:¥Program Files¥Cisco Systems¥CiscoSMB¥Cisco Configuration Assistant¥ 
appdata¥OutgoingDialPlanTemplate.xls

X は、Cisco Configuration Assistant がインストールされているドライブです。

2. Microsoft Excel で OutgoingDialPlanTemplate.xls ファイルを開きます。プロンプトが表示された

場合は、マクロを有効にします。

3. テンプレートのフィールドに入力します。

 – Locale Name

Cisco Configuration Assistant にインポートしたときに [番号計画のロケール（Numbering 
Plan Locale）] ドロップダウンに表示されるロケールの名前。

 – Create Emergency Numbers Without Access Codes?

TRUE に設定されている場合、外線発信番号を入力せずに緊急電話番号にダイヤルできます

（例：911）。FALSE に設定されている場合、緊急電話番号にダイヤルするときに外線発信番号

を入力する必要があります（例：9911）。
 – Outgoing Numbers

「北米用テンプレートに基づいたカスタム発信ダイヤル プランの表示および作成」（P.1-25）の

説明に従って、発信番号の権限および設定を行います。

4. 変更を Excel に保存します。

5. Excel テンプレート上の [テンプレートの保存（Save Template）] をクリックします。

ファイルは、Excel 2003 互換の .xls 形式で次の場所に保存してください。この場合、Cisco 
Configuration Assistant は、デフォルトの場所にインストールされていると想定しています。

X:¥Program Files¥Cisco Systems¥CiscoSMB¥Cisco Configuration Assistant¥ appdata¥

X は、Cisco Configuration Assistant がインストールされているドライブです。
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6. Cisco Configuration Assistant が開いている場合は、閉じて再起動します。

手順 2 で入力したロケール名が、[音声（Voice）] ウィンドウの [ダイヤル プラン（Dial Plan）] 
タブの [番号計画のロケール（Numbering Plan Locale）] ドロップダウン メニューのオプションの 
1 つとして表示されます。

発信者 ID の設定

開始する前に

 • 発信者 ID に自動音声応答を使用する場合は、自動音声応答のメイン PSTN 番号を設定し、自動音

声応答が有効になっていることを確認します。

 • システムの電話機 /ユーザを設定して、内線番号に発信者 ID を設定できるようにし、この機能が

適切に動作していることを確認します。

サイトに発信者 ID のメイン PSTN 番号を設定するには、次の手順に従います。

1. [設定（Configure）] > [テレフォニー（Telephony）] > [音声（Voice）] を選択して、[ダイヤル 
プラン（Dial Plan）] タブを選択し、[発信者 ID（Outgoing Caller Identification）] セクションを

探します。

2. 発信者 ID のメイン PSTN 番号に使用する番号のタイプを選択します。

発信者 ID のメイン PSTN 番号は、次のいずれかにできます。

 – 自動音声応答番号（このサイトに設定されている場合）： 自動音声応答が設定されていない場

合は、このオプションは表示されません。

 – その他の番号：このオプションを選択すると、PSTN 番号または DID になります。
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3. 発信者 ID のメイン PSTN 番号を設定すると、発信者 ID の代わりにこの番号を発信者に表示でき

ます。

たとえば、[音声（Voice）] ウィンドウの [ダイヤル プラン（Dial Plan）] タブで、[着信コール処

理（Incoming Call Handling）] セクションを探し、[ダイヤルインの変換（Direct-Inward-Dial 
Translations）] の [設定（Configure）] をクリックします。

必要に応じて DID 変換に発信者 ID を設定して、設定した発信者 ID のメイン PSTN 番号を使用す

ることができます。

次の DID の設定例は、9722222000 ～ 9722222003 の範囲の DID が、発信者 ID のメイン PSTN 
番号を、内線番号 300 ～ 303 の発信者 ID として使用するように設定されていることを示していま

す。
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SIP トランク — 新しい SIP プロバイダー
SIP トランク設定機能は、サードパーティの SIP サービス プロバイダーへの加入に基づいた SBCS 音
声配置にのみ適用されます。

Cisco Configuration Assistant Version 1.9 は、次のサービス プロバイダーとのシームレスなプラグアン

ドプレイ互換性に必要なデバイス設定インターフェイスを自動的に生成します。

 • AT&T

 • British Telecom（BT）
 • Broadview Networks

 • Cbeyond

 • NuVox

 • PAETEC

 • XO Communications.

Cisco Configuration Assistant で SIP トランク設定にアクセスするには、[設定（Configure）] > [テレ

フォニー（Telephony）] > [音声（Voice）] を選択し、[SIP トランク（SIP Trunks）] タブをクリック

します。

SIP トランクのパラメータを設定するには、ドロップダウン メニューからサービス プロバイダーを選

択し、設定を入力します。この情報は通常、サービスの加入時に SIP サービス プロバイダーから提供

されます。

SIP サービス プロバイダーがドロップダウン メニューにない場合は、[汎用 SIP トランク プロバイダ

（Generic SIP Trunk Provider）] を選択し、サービス プロバイダーが必要とする設定を入力します。
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統合メッセージ（IMAP）、ライブ録音、およびビデオ テレ
フォニーのためのアプリケーション制御

Cisco UC500 プラットフォーム用のオプションのアプリケーションは、Cisco Configuration Assistant 
を使用して有効または無効にできます。アプリケーションの中には、アプリケーションを有効にして使

用するにはセットアップ オプションを設定する必要があるものもあります。

Version 1.9 には、次のテレフォニー アプリケーションが付属しています。

 • 統合メッセージ（IMAP）：統合メッセージでは、ボイスメール加入者は、Internet Message 
Access Protocol（IMAP）を使用する単一のメール クライアントでメールおよびボイスメール 
メッセージの統合ビューを表示できます。加入者は、メール メッセージの場合と同様に、ボイス

メール メッセージを削除したり、読了または未読としてボイスメール メッセージにマークを付け

たりできます。ボイスメール メッセージは、メール メッセージの添付ファイルとしてダウンロー

ドされます。加入者は、ネットワークからボイスメール メッセージにアクセスしたり、ダウン

ロードしたりすることもできます。デフォルトでは、このアプリケーションは無効になっていま

す。

この機能を使用するには、メール クライアント（Microsoft Outlook など）が IMAP 用に設定され

ている必要があります。IMAP 用にクライアントを設定する場合、次のことが必要です。

 – IMAP サーバの IP アドレス用に CUE IP アドレス（10.1.10.1）を使用します。

 – 認証用として IMAP クライアントに設定されているユーザ名およびパスワードは、Cisco 
Configuration Assistant での設定と同じように、電話機ユーザのユーザ名およびパスワードと

一致している必要があります。

 • ライブ録音：ライブ録音では、実際の会話を録音し、これをメッセージとしてメールボックスに保

存したり、Telephony User Interface（TUI）、Voice View Express、または IMAP を使用してメッ

セージにアクセスしたりできます。さらに、録音を再生したり、別の加入者または加入者グループ

に転送できます。デフォルトでは、このアプリケーションは無効になっています。

ライブ録音を設定するには、アプリケーションを有効にして [セットアップ オプション（Setup 
Options）] をクリックし、ライブ録音パイロット番号を入力します。ユーザは、ライブ録音パイ

ロット番号と録音対象者の間の電話会議を開始することで、ライブ録音を起動できます。ライブ録

音メッセージのサイズは、加入者のボイスメール ボックスに残っているスペース量の制限のみを

受けます。

 • ビデオ テレフォニー：このアプリケーションでは、Cisco 7985 IP Phone や、他の Unified VT 
Advantage 搭載 Cisco IP Phone など、ネットワーク上のビデオ対応 Cisco IP Phone 用のビデオ テ
レフォニー機能が使用可能になります。デフォルトでは、このアプリケーションは有効になってい

ます。
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これらのオプションにアクセスするには、[アプリケーション（Applications）] を選択して [アプリ

ケーション制御（Applications Control）] を選択し、[アプリケーション制御（Applications Control）] 
ウィンドウを開きます。

このウィンドウでは、利用可能な総リソース、各アプリケーションに必要なリソース、およびアプリ

ケーションごとの現在のリソース使用量を表示することもできます。

アプリケーションで使用されるシステム リソースは、数多くのクレジットによって示されます。シス

テムでは、合計 100 のクレジットを使用できます。各アプリケーションに必要なクレジット数は、

CPU、メモリ、およびディスク使用量に基づいた、アプリケーションの実行に必要な最小数のクレ

ジットです。

（注） 統合メッセージ、ビデオ テレフォニー、ライブ録音などのアプリケーションの実行には、クレジット

は必要ありません。

アプリケーションを有効または無効にするには、次の手順に従います。

1. [アプリケーション制御（Applications Control）] ウィンドウで、有効または無効にするアプリ

ケーションのチェックボックスをオンにします。チェック マークが付いていると、アプリケー

ションは有効です。

ライブ録音など一部のアプリケーションでは、有効にする前にセットアップ オプションを設定す

る必要があります。
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2. 必要に応じて、[セットアップ オプション（Setup Options）] をクリックし、必要なパラメータを

入力します。たとえば、ライブ録音アプリケーションでは、パイロット番号を設定する必要があり

ます。

3. [OK] または [適用（Apply）] をクリックします。
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セキュリティ

Cisco Configuration Assistant Version 1.9 に追加されたセキュリティ機能の設定のサポートについて理

解するには、このセクションをお読みください。

 • 「URL フィルタ」（P.2-1）

 • 「侵入防御システム（IPS）」（P.2-4）

URL フィルタ

（注） この機能は、Cisco SR520 セキュア ルータでのみ設定できます。

URL フィルタを使用すると、URL リストに記載されている情報に基づいて、特定の Web サイトへの

アクセスを許可または拒否することで、インターネットへのアクセスを制御できます。

Cisco Configuration Assistant Version 1.9 は、Black/White リストのみをサポートしています（C3PL 
URL フィルタ）。Black/White リストとは、企業のネットワーク セキュリティ スタッフによって手動

で作成および維持される URL のリストのことです。デフォルトの URL はなく、ユーザ定義です。

Version 1.9 の URL フィルタは、サードパーティ製サーバをサポートしていません。

Black/White リストでは、次のことができます。

 • いくつかの特定の URL を免除する必要がある場合に、基本的なソリューションを提供します。

 • 企業ポリシーの一環として拒否する URL を、企業は直接管理できます。

 • 既存のネットワーク機器を利用します。
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Cisco Configuration Assistant で URL フィルタ設定オプションにアクセスするには、[設定

（Configure）] > [セキュリティ（Security）] を選択して [URL フィルタ（URL Filtering）] を選択し、

[URL フィルタ（URL Filtering）] ウィンドウを開きます。

設定例

（注） URL フィルタを有効にする前に、Zone Based Firewall（ZBF）設定を有効にする必要があります。

URL フィルタが無効な場合でも、ドメイン名リストとの間で URL の追加または削除ができますが、

フィルタは実行されません。URL フィルタは、デフォルトでは無効です。

リストにあるドメイン以外のすべてのドメインの拒否または許可 
フィルタ オプションを設定し、フィルタの対象にするドメイン名のリストを管理するには、次の手順

に従います。

1. [有効にする（Enable）] チェックボックスをオンにし、URL フィルタを有効にします。

2. リストにあるドメイン以外のすべてのドメインを拒否するか、またはリストにあるドメイン以外の

すべてのドメインを許可するかを選択します。
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3. フィルタ対象のドメイン名のリストに URL を追加するには、[追加（Add）] をクリックして、追

加した行をクリックし、フィルタ対象にするドメイン名を入力します。

部分ドメイン名でも、検証可能なかぎり使用可能です（例：cisco.com. は有効）。

（注） フィルタ リストに使用可能な URL の最大数は 100 です。

4. 必要に応じて、ドメイン名の追加または削除を続行し、[OK] または [適用（Apply）] をクリック

します。

[OK] または [適用（Apply）] をクリックすると、リスト内の名前は修正できなくなります。名前

を変更するには、削除してから再追加する必要があります。

URL リストのインポートおよびエクスポート

フィルタ対象の URL をリストしたテキスト ファイルをインポートしたり、現在の URL のリストをエ

クスポートして、別のデバイスまたはアプリケーションにインポートしたりできます。URL リスト 
ファイルの作成には、次のガイドラインが適用されます。

 • ファイル名拡張子は .csv または .txt のいずれかにする必要があります。

 • 「#」で始まる行はコメントとして扱われます。

 • リスト内では、重複は許可されていません。

 • 次の例のように、URL は 1 行ずつ入力します。

#Domain Name 

www.cisco.com 

www.yahoo.com 

www.rediffmail.com 

www.google.com
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URL リストをインポートするには、次の手順に従います。

1. Cisco SR520 セキュア ルータを備えたシステムで Cisco Configuration Assistant Version 1.9 を起

動して [設定（Configure）] > [セキュリティ（Security）] を選択し、[URL フィルタ（URL 
Filtering）] を選択します。

2. [URL フィルタ（URL Filtering）] ウィンドウで、[URL フィルタを有効にする（Enable URL 
Filtering）] を選択します。

3. [URL リストのインポート（Import URL List）] をクリックし、フィルタ対象の URL リストを含

んでいる .txt または .csv ファイルを選択します。

4. [開く（Open）] をクリックします。ファイルにリストされているすべての URL がインポートさ

れ、[ドメイン リスト（Domain List）] に表示されます。

5. ファイルにリストされているすべてのドメインを許可するには、[次のリストにあるドメイン以外

のすべてのドメインを拒否（Deny all domains except the ones in the list below）] を選択します。

6. ファイルにリストされているすべてのドメインを拒否するには、[次のリストにあるドメイン以外

のすべてのドメインを許可（Permit all domains except the ones in the list below）] を選択します。

7. [OK] をクリックします。

ZBF 設定をまだ作成していない場合は、作成を求めるプロンプトが表示されます。

URL リストをエクスポートするには、次の手順に従います。

1. Cisco SR520 セキュア ルータを備えたシステムで Cisco Configuration Assistant Version 1.9 を起

動して [設定（Configure）] > [セキュリティ（Security）] を選択し、[URL フィルタ（URL 
Filtering）] を選択します。

2. [URL リストのエクスポート（Export URL List）] をクリックし、リストを保存する場所を選択し

ます。

3. [保存（Save）] をクリックし、URL リストを保存する場所を選択します。

侵入防御システム（IPS）
Cisco IOS Intrusion Prevention System（IPS; 侵入防御システム）とは、さまざまなネットワーク攻撃

を効果的に軽減するインライン型の詳細なパケット インスペクション機能のことです。IPS は、Cisco 
SR520 ルータでのみサポートされています。

攻撃が検出されると、IPS デバイスは違反パケットを廃棄する一方、他のすべてのトラフィックの通過

を許可します。IPS デバイスは、疑わしいアクティビティを検出すると、ネットワーク セキュリティが

損害を受ける前に対応し、Cisco IOS syslog メッセージまたは Security Device Event Exchange
（SDEE）を使用してイベントをログに記録します。

セッション中のデータ パケットは、署名パッケージまたは署名定義ファイル（SDF）と比較されます。

パケットが署名と一致すると、署名がトリガーされ、イベントが攻撃として検出されます。

Cisco Configuration Assistant Version 1.9 の IPS 設定には、次の事項が該当します。

 • Cisco Configuration Assistant Version 1.9 は、次のものをサポートしています。

 – 12.4 (20)T 以降のイメージを備えた SR520 での IPS 5.0 

 – 基本 IPS 設定、IPS 署名の更新、および IPS アラート

 • IPS セキュリティ ダッシュボード、IPS 署名編集機能、および監視機能はサポートされていませ

ん。

 • Cisco SR520 での IPS は、128MB SDF（基本署名セット）のみをサポートしています。
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初期の IPS 設定では、次のことを行う必要があります。

 • IPS を有効にするデバイスを選択します。

 • パケット スキャン用のインターフェイスを選択します。

 • 公開鍵の取得、署名パッケージのダウンロード、およびパッケージからの署名定義ファイルのルー

タへのインストールを行います。

（注） IPS は、IPS をサポートしている、Cisco SR520 セキュア ルータなどのデバイスでのみ設定できます。

IPS の設定

IPS を設定するには、次の手順に従います。

1. [ホスト名（Hostname）] リストで、IPS を有効にするデバイスを選択します。

2. IPS のインターフェイスを設定するには、[外部（信頼できない）インターフェイス /ゾーン

（Outside (untrusted) Interface/Zone）] リストから外部インターフェイスを選択するか、[内部（信

頼できる）インターフェイス /ゾーン（Inside (trusted) Interface/Zone）] リストから内部インター

フェイスを選択します。

ルータで検出される利用可能なインターフェイスは、テーブルの [内部（Inside）] 列および [外部

（Outside）] 列に表示されます。

外部および内部という用語は、インターフェイスで攻撃に対して IPS パケット スキャンを行う方

向を指しています（着信パケット フローまたは発信パケット フロー）。

 – テーブルの [外部（Outside）] 列に表示されているインターフェイスに IPS を選択すると、

IPS は、このインターフェイスの発信パケットのみをスキャンします。

 – 同様に、テーブルの [内部（Inside）] 列に表示されているインターフェイスに IPS を選択する

と、IPS は、このインターフェイスの着信パケットのみをスキャンします。

 – インターフェイスの発信または着信パケット フロー、またはその両方に対する IPS スキャン

を有効にすることができます。IPS を有効にできるインターフェイスの数に制限はありませ

ん。

3. 公開鍵を取得します。

内部インターフェイスおよび外部インターフェイスを設定したら、表示されているリンクをクリッ

クし、Cisco.com から公開鍵をダウンロードします。次に、鍵の鍵文字列セクションをコピーし、

鍵のテキスト領域に貼り付けます。
2-5
Cisco Configuration Assistant Version 1.9 新機能ガイド     

OL-18977-01-J



 

第 2 章      セキュリティ        

  侵入防御システム（IPS）
公開鍵は必須であり、realm-cisco.pub という名前です。

4. 署名パッケージをダウンロードし、インストールします。

 – [SDF のインストール（Install SDF）] をクリックして [署名パッケージのダウンロード

（Download Signature Package）] ダイアログを開くと、SDM-IPS 署名定義ファイル（SDF）
パッケージをダウンロードするリンクが表示されます。

 – ダウンロード リンクをクリックして Cisco.com に移動し、SDM-IPS 署名パッケージのリスト

から Cisco IOS SDM-IPS 署名パッケージを選択します。SR520 での使用がサポートされてい

るのは、基本カテゴリの SDM-IPS パッケージのみです。基本カテゴリは、最大 128 MB まで

のサイズの署名ファイルをサポートし、最大 128 MB のメモリのルータを対象としています。

 – ローカル PC 上の署名パッケージ ファイル（.zip ファイル）の場所を指定します。

 – [OK] または [適用（Apply）] をクリックします。[OK] または [適用（Apply）] をクリック

すると、設定がルータに送信されます。

すべての IPS 関連の設定ファイルは、flash:/ips/ という場所に配置されます。

署名パッケージをインストールした後

 • [IPS 設定の削除（Delete IPS Configuration）] ボタン、[IPS 署名の更新（IPS Signature Updates）] 
タブ、および [IPS アラート（IPS Alerts）] タブがアクティブになります。

 • デバイスにロードされ有効になっている署名は、[IPS 署名の更新（IPS Signature Update）] タブ

に表示されます。
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IPS 署名の更新

IPS 署名の更新が利用できるのは、IPS が正常に設定されていて、署名パッケージがダウンロードされ

ている場合だけです。IPS 署名の更新は、SDM-IPS パッケージ ファイルに対してのみサポートされて

います。[IPS 署名の更新（IPS Signature Updates）] タブで、選択した SDF パッケージに対して、新

しい更新済みの署名をインポートできます。

IPS 署名の更新をインポートするには、次の手順に従います。

1. [IPS] ウィンドウで、[IPS 署名の更新（IPS Signature Updates）] タブをクリックします。

2. リンクをクリックして Cisco.com を開き、IPS-SDM .sdf パッケージ ファイルを選択してダウン

ロードします。

3. ローカル PC 上の SDF パッケージ ファイル（.zip ファイル）の場所を指定します。

4. [署名の抽出（Extract Signatures）] をクリックして、インポート対象の、選択した SDF 内の新し

い更新済みの署名を表示します。

5. [OK] をクリックして、テーブルに表示されている署名をルータにアップロードし、ルータの SDF 
パッケージ バージョンを更新します。

IPS アラート

IPS アラートには、侵入検知アラート、実行された処理、およびアラートごとの次のような情報が表示

されます。

 • 署名 ID および攻撃の説明

 • リスク評価

 • イベント処理

 • 攻撃の発信元 IP アドレスおよび宛先 IP アドレス

 • ヒット数および破棄されたパケットの数

現在のアラートのリストを表示するには [アラートの表示（Show Alerts）] をクリックし、リストをク

リアするには [アラートの解除（Clear Alerts）] をクリックします。
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Cisco IP Phone SPA525G のサポート

Cisco Configuration Assistant Version 1.9 には、有線または無線 G モードでの Cisco IP Phone 
SPA525G 電話機の設定のサポートが追加されています。この章では、SPA525G 電話機の概要と、

Cisco SBCS 1.4 にサポートされているリファレンス設計に従って、無線 G モードでの無線アクセス ポ
イントと SPA525G 電話機の自動設定ができる無線の設定ウィザードへのアクセス方法についても説明

します。

Cisco SPA525G は、UC500 ソフトウェア パック 7.0.2 以降が付属した Cisco Configuration Assistant 
1.9 でサポートされています。

（注） この章で扱うのは、入門的な事項のみです。無線 G モードの Cisco SPA525G Phone を使用して、

SBCS 1.4 無線音声ソリューションを客先に導入したいと考えている Cisco SMB セレクト認定 VAR 
は、Cisco.com にある『Cisco SPA525G Wireless Deployment Guide for Cisco SBCS』を参照する必要

があります。

取り上げるトピックは次のとおりです。

 • 「Cisco IP Phone SPA525G」（P.3-1）

 • 「無線の設定ウィザード」（P.3-3）

Cisco IP Phone SPA525G
Cisco IP Phone SPA525G は、フル機能を備えた Voice over Internet Protocol（VoIP）電話機で、IP 
ネットワーク上で音声コミュニケーションを提供します。自動転送、リダイヤル、短縮ダイヤル、コー

ル転送、電話会議、ボイスメールへのアクセスなど、従来の機能をサポートしています。コールの送受

信は、受話器、ヘッドセット、またはスピーカーを使用して行います。
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Cisco SPA525G IP Phone は、有線イーサネット ポートまたは組み込み無線 G 接続を使用してネット

ワークに接続されます。Power over Ethernet（PoE）電源に接続されていない場合、従来の電話機とは

異なり、Cisco SPA525G は別の電源を必要とします。電話機が無線 G モードで動作している場合、電

話機を電源に接続するには、Cisco SBCS 無線音声配置の場合と同じように別の電源アダプタ（モデル 
PA100）が必要です。

重要 Cisco SPA525G は、追加のイーサネット ポートを搭載しており、コンピュータは IP フォンを使用

してネットワークに接続できますが、このオプションが利用できるのは、電話機が有線イーサネッ

ト ポートを使用してネットワークに接続されている場合のみです。

SPA525G は、320 × 240 色、3.2 インチ LCD 画面を備え、最大 5 つの内線電話番号を提供します。

次のハードウェア機能を搭載しています。

 • Ethernet 10/100 Mbps ポート× 2

 • 802.3af PoE のサポート

 • MP3 音楽ファイルを再生するための USB メモリ デバイス接続用の USB 2.0 ホスト ポート

 • ヘッドセット用 Bluetooth 機能のサポート

 • ヘッドセット用 2.5 mm ステレオ イヤホン ジャック

 • 無線 G クライアント

 • Kensington セキュリティ スロット

次の表は、Cisco IP Phone SPA525G の使用に役立てられるようシスコが用意している関連文書を示し

ています。この他にも数多くのマニュアルが次のサイトにあります。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps10033/tsd_products_support_series_home.html

これらの文書は、製品に付属の CD-ROM にも収録されています。

マニュアルのタイトル 説明 対象読者

『Cisco Small Business Pro SPA 
IP Phone Quick Start Guide』

Cisco SPA525G IP Phone のイン

ストールおよび初期設定

エンド ユーザ、VAR、および

サービス プロバイダー

『Cisco Small Business Pro SPA 
and Wireless IP Phone 
Administration Guide』

Cisco SPA525G IP Phone の管理

および高度な設定

システム管理者、VAR、および

サービス プロバイダー

『Cisco Unified Communications 
500 Office Administrator Guide』

Cisco Unified Communications 
500 による電話機の管理および

高度な設定

システム管理者、VAR、および

サービス プロバイダー
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  無線の設定ウィザード  
無線の設定ウィザード
無線の設定ウィザードは、Cisco.com にある『Cisco SPA525G Wireless Deployment Guide for Cisco 
SBCS』に記載のガイドラインに従って配置された Cisco SBCS 1.4 無線音声ソリューションの一部とし

て、無線 G モードで動作する Cisco SPA525G 電話を初期設定できることを目的としています。

無線の設定ウィザードを実行する前に、コミュニティを作成し、そのコミュニティに Cisco AP521 外
部アクセス ポイントを追加する必要があります。

無線の設定ウィザードにアクセスするには、Cisco Configuration Assistant を起動してコミュニティに

接続し、[セットアップ（Setup）] > [無線の設定ウィザード（Wireless Setup Wizard）] を選択しま

す。
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C H A P T E R 4

ソフトウェアのアップグレードおよびログ

この章では、Cisco Configuration Assistant Version 1.9 の次の新機能について説明します。

 • 「ソフトウェアのアップグレード：UC500 フラッシュの新しいディレクトリ構造」（P.4-1）

 • 「ログ ファイルでの実行設定の表示」（P.4-4）

 • 「トラブルシューティング情報の収集」（P.4-5）

ソフトウェアのアップグレード：UC500 フラッシュの新し
いディレクトリ構造

Cisco Configuration Assistant Version 1.9 は、UC520 フラッシュ ドライブの新しいディレクトリ構造

をサポートしています。この機能は、フラッシュ ドライブのファイル構造を拡張したもので、Cisco 
Configuration Assistant から起動されるアップグレード プロセスの一部です。

Version1.9 リリースより前は、UC520 のフラッシュ ドライブは、サブディレクトリのないディレクト

リ構造でした。Version 1.9 では、フラッシュ上のファイルは、フラッシュ ドライブ上のサブディレク

トリに編成されています。

 • phone/ ディレクトリ：個々の電話機モデルのサブディレクトリを格納した親電話機ディレクトリ

です。たとえば、Cisco Model 7940-60 電話ロードは、phones/ の「7940_60」というサブディレ

クトリにあります。

 • gui/ ディレクトリ：CME および CUE の GUI ファイルを格納しています。

 • bacdprompts/：Basic ACD（BACD）プロンプトを格納しています。

 • ringtones/：呼び出しトーン。

フラッシュのルート ディレクトリにあるのは次のファイルだけです。

 • IOS イメージ

 • デフォルトの設定ファイル

 • vlan.dat ファイル

 • 保留音ファイル

ソフトウェア パッケージのアップグレードを実行すると、アップグレード プロセスは、アップグレー

ド .tar アーカイブを調べ、フラッシュ上でこのファイルをどのように編成するかを判断します。対応す

るファイルをフラッシュに格納するために、新しいサブディレクトリが作成されます。

新しいディレクトリ構造が適用されるのは、パッケージのアップグレードを実行する場合だけです（た

とえば、[アップグレード設定（Upgrade Setting）] ウィンドウで、[ソフトウェア（Software）] タイ

プとして [すべて（All）] を選択するなど）。
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  ソフトウェアのアップグレード：UC500 フラッシュの新しいディレクトリ構造
UC500 でのソフトウェア パッケージのアップグレード（新しいディレクト
リ構造とともに）

アップグレードを開始する前に

 • UC5XX 用の .tar イメージを（新しいディレクトリ構造形式とともに）Cisco.com からダウンロー

ドします。

 • ソフトウェア アップグレードを実行する前に、Cisco Configuration Assistant のその他すべての

ウィンドウを閉じます。

 • UC500 と、Cisco Configuration Assistant を実行しているシステムが有線で接続されていることを

確認します。

 • システムで実行されているサードパーティ製 Trivial File Transfer Protocol（TFTP）サーバを閉じ

ます。そうしないと、ソフトウェアのアップグレードは失敗します。

UC500 でソフトウェア パッケージのアップグレードを実行するには、次の手順に従います。

1. Cisco Configuration Assistant を起動して [メンテナンス（Maintenance）] > [ソフトウェア アップ

グレード（Software Upgrade）] を選択し、[ソフトウェア アップグレード（Software Upgrade）] 
ウィンドウを開きます。

2. [ソフトウェア アップグレード（Software Upgrade）] ウィンドウで、デバイスを選択し（この場

合は UC520）、[アップグレード設定（Upgrade Settings）] をクリックします。

3. [アップグレード設定（Upgrade Settings）] ダイアログで、[ソフトウェア（Software）] タイプと

して [すべて（All）] を選択します。
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  ソフトウェアのアップグレード：UC500 フラッシュの新しいディレクトリ構造   
4. [自動ディスククリーンアップ（Auto Disk Cleanup）] か [デフォルト設定の適用（Apply Default 
Configuration）]、またはその両方をイネーブルにするかどうかを選択します。

新規インストールでは、[自動ディスククリーンアップ（Auto Disk Cleanup）] と [デフォルト設

定の適用（Apply Default Configuration）] の両方を選択することを推奨します。

 – [自動ディスククリーンアップ（Auto Disk Cleanup）] を選択すると、UC500 フラッシュ上の

すべての既存ファイルが削除され、選択した UC500 Software Pack に含まれている最新のソフ

トウェア バージョンのファイルに置換されます。

 – [デフォルト設定の適用（Apply Default Configuration）] を選択すると、UC500 で出荷時の

デフォルト設定が復元されます。ソフトウェアを既存の設定のままアップグレードする場合

は、[デフォルト設定の適用（Apply Default Configuration）] の選択を解除してください。 

[デフォルト設定の適用（Apply Default Configuration）] をオフにすると、Cisco 
Configuration Assistant は、既存の設定をバックアップしてからアップグレードを実行し、そ

の後に設定を復元します。既存の設定データのサイズによっては、アップグレードの完了に時

間がかかる場合があります。

5. イメージ ファイルを選択するには、[参照（Browse）] をクリックして以前ダウンロードした新し

いディレクトリ構造形式を持つ .tar イメージのある場所に移動し、それを選択します。

6. [OK] をクリックします。

7. 警告メッセージが表示された後に続行するには、[はい（Yes）] をクリックします。

8. ソフトウェア パッケージのアップグレードを開始するには、[ソフトウェア アップグレード

（Software Upgrade）] ウィンドウで [アップグレード（Upgrade）] をクリックします。アップグ

レード プロセス中は、ステータスを示すメッセージが表示されます。

9. アップグレードが完了したら、UC500 をリロードして、更新済み IOS イメージで動作させます。
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  ログ ファイルでの実行設定の表示
ログ ファイルでの実行設定の表示
Cisco Configuration Assistant Version 1.9 は、UC500 に接続し、ログ ファイルに実行設定を表示する

機能を備えています。

データをルータから取得するとき、または設定をルータに送信するとき、実行設定はログに表示されま

す。また、ルータにログインするたびに、実行設定が表示され、コンソール ログに保存されます。

この機能は、トラブルシューティングのみを目的としています。

この機能を使用するには、次の手順に従います。

1. Cisco Configuration Assistant を起動し、UC500 に接続します。

2. Cisco Configuration Assistant で、F2 キーを押し、コンソール ウィンドウを開きます。

3. F3 キーを押し、コンソール ウィンドウでのコマンドライン インターフェイス（CLI）出力の表示

を有効にします。

コンソール ウィンドウの例は、次のとおりです。
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  トラブルシューティング情報の収集  
トラブルシューティング情報の収集
Cisco Configuration Assistant でトラブルシューティング情報を収集し、Cisco TAC による問題解決に

役立たせるためには、次の手順に従います。

コミュニティが設定されている場合、Version 1.9 は、UC500 または SR500 をデバイスとして選択する

機能を搭載しています。

1. Cisco Configuration Assistant で、メイン ウィンドウの上部のメニューから [ヘルプ（Help）] >  
[サポート情報（Support Information）] を選択します。

2. [サポート情報（Support Information）] ウィンドウで、[トラブルシューティング ログ

（Troubleshooting Log）] をクリックします。

3. [参照（Browse）] をクリックし、PC 上でログ ファイル ディレクトリにするフォルダを選択しま

す。

4. [ホスト名（Hostname）] フィールドで、コミュニティ内の UC500 または SR520 デバイスを選択

します。

5. [ログの生成（Generate Log）] をクリックします。
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  トラブルシューティング情報の収集
Cisco Configuration Assistant は、トラブルシューティングに必要なログおよび設定ファイルを収

集します。

この処理には最大 5 分かかります。手順 3 で指定したフォルダに、ログ ファイルが作成されます。

6. このログ ファイルは、技術サポートを受ける場合に、Cisco Technical Assistance Center（TAC）

に添付してください。

このログのファイル名および形式は、UC520_MAC アドレス _日付 _時刻 _tac_logs.zip です。
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